第1学年1組　道徳学習指導案
平成21年7月17日　第５校時

指導者　田中　教子

１、主題名　　みんななかま　　　２－（２）思いやり・親切
　　資料名　　「にじいろのさかな～しましまをたすける！」

　　　　　　　　（マーカス・フィスター　作　、　谷川俊太郎　訳）

　

２、主題設定の理由

　　　本主題は、学習指導要領の内容２「主として他の人との関わりに関すること」の（２）「相手の
ことを思いやり、親切にする。」を中心価値としている。
　　　思いやりの心は、相手との関わりから生まれてくる。学校の中では一番身近である友達との関わ
りが重要で、相手を認め、尊重し、互いに理解し合うことでより良い友達関係が形成される。その
ためには、相手の立場に立って考えることが必要となる。普段の生活の中はもちろん、道徳の学習
においても、様々な場面で相手の立場に立って考えることを積み重ねていけば、思いやりの心が育
つと考える。そして、いずれは身近な存在である家族や友達という枠を超えて身の回りの人々へ、
そして世の中全ての人々へというように対象を広げていきたい。
　　　立場を変えて考えるということは、幼児期の自己中心性がかなり残っているこの時期の児童にと
ってまだ難しい。しかし、児童が親しみやすい物語を用いて、登場人物と自分の気持ちを置き換え
ながら考えたり、ロールプレイ（役割演技）を通して、実際に友達と本音での交流を体験させたり
することで、相手の気持ちを推測したり、理解したりする力の発達を促すことができると考え、本

主題を設定した。
３、児童の実態（男子16名、女子15名、計31名）
　　　入学して3ヶ月が過ぎ、学校生活にも慣れ、交友関係も少しずつ広がってきている。最初は遠慮がちに接していた児童も、本来の自分の姿を見せ始めている。友達と仲良くしようと考えている児童が多く、そのためあらゆる場面で親切な行動を見かける。しかし、何の考えもなしにやったことが実は相手に不快な思いをさせたり、傷つけたりすることがあり、そのため何度も指導を重ねている児童も少数ではあるがいる。

本時の指導にあたり、実態調査を実施した。（6月30 日実施）
　　 いる　28名　⁄　いない　3名


　　
　　・遊んでくれたから　10名　　　　　 ・優しいから　9名

　　・もともと友達だから　5名　　　　　・かっこいいから　3名

　　・おもしろいから　1名　　　　　　　・かわいいから　1名

　　・「これで遊ぼう。」って言ってくれるから　1名

　　・物を貸してくれるから　1名　　　　・家が近いから　1名

　　・仲が良くなれたから　1名　　　　　・好きだから　1名


　　入れる　29名　⁄　入れない　2名


　　（入れると答えた児童）
　　・かわいそうだから　15名　　　　　　　　　　　・仲良くなれるかもしれないから　2名

　　・みんな友達だから　2名　　　　　　　 　　　　・みんなと遊びたいから　2名

　　・仲間を入れてあげないといけないから　1名  　 ・仲良くなりたいから　1名

・「入れて。」って言ってくれたから　1名　　　　 ・つまらなそうにしていたから　1名　　　　
　・泣かせちゃうから　1名　　　　　　　　　　　 ・教えたいから　1名
　　・優しそうな人だから　1名　　　　　　　　　　 ・おもしろい人だったから　1名
　　
（入れないと答えた児童）

　　・ちょっと喧嘩をしちゃいそうだから　1名　　　 ・先生におこられるから　1名　　　　　　　　

　　
＜考察＞
　　　①の結果から、クラスのほとんどの児童が仲の良い友達がいると答えている。「いない」と答えた3名については、クラスの友達と一緒に遊んだり、話をしたりしている様子を目にするのであるが、「仲が良い友達」の定義が曖昧であるため、他の児童に比べ、より親密な友達関係を思い浮かべたうえで、普段接している友達は違うと考えたのではないかと思われる。「いない」と答えた３名の方が、実は友達関係について様々な思いがあったり、深く考えていたりするのかもしれない。
　　　②については、一緒に遊んでもらったり、優しくしてもらったりと、自分をそのまま受け入れてもらえる友達を選んで「仲が良い友達」と言っている児童が多い。注目すべきは「かっこいいから」

　　「かわいいから」と答えている児童で、それだけではないのかもしれないが、外見で仲良しの友達を選んでいることがわかる。本時の学習では、まさに外見で仲間かどうかを判断し、条件を満たさなければ仲間ではないという考えを取り扱う。前述の児童がどのような反応を示すか、注意深く見守ると共に、慎重に進めていきたい。
　　　③、④の結果を見ると、クラスの半数の児童が「かわいそうだから入れる」と答えている。「入れる」と答えた児童の中でも、「優しそうな人だから」「おもしろい人だったから」と理由を述べた児童は、相手を外見なり、話し方なりで仲間に入れるかどうかを判断している。それに比べ、「みんな友達だから」「みんなと遊びたいから」「仲良くなりたいから」と答えた児童は、全ての人を受け入れ、誰とでも積極的に仲良くなろうとする様子が伺える。
　　　「入れない」と答えた児童のうち、「ちょっと喧嘩をしちゃいそうだから」と理由を述べた児童は、①で仲の良い友達はいないと答えた児童でもある。より良い人間関係作りが苦手であることが浮き彫りになったので、本時の学習で本音での交流を体験させ、本音で話してもそれが即喧嘩につながるものではないということに気づかせるとともに、誰でも仲間として受け入れる雰囲気作りやソーシャルスキルトレーニングを随時行っていきたい。
４、資料について

　　　本資料は、海に住む魚たちの物語である。きらきらうろこをもつにじうおとその仲間たちが遊んでいると、きらきらうろこをもっていないしましまがやってきて、仲間に入れてもらえるようお願いをする。しかし、みんなきらきらうろこを持っているが、持っていないからという理由で入れてもらえない。そんな中、突然さめがやってきてしましまだけが逃げ遅れてしまうのだが、いったん逃げたにじうおたちが再び戻ってさめを追い払い、しましまを助けるという内容である。
資料の中には、にじうおとその仲間たちが珊瑚礁の割れ目に隠れた後、それぞれがどのような考えや思いからその場を飛び出し、しましまを助けに行ったのか、詳しく描かれていない。しかし、その場面の様子を再現することで、魚たちの心の中にあったであろうと思われる葛藤を、児童に体験させたい。
５、研究主題との関連

（１）研究主題

　　　　自他を尊重する児童の育成

　　　　　－豊かな人間関係づくりをとおして－

（２）研究仮説

　　　　人権の視点を持って、意図的、計画的、日常的に豊かな人間関係づくりの指導を継続していけば、自他を尊重する児童を育成することができるであろう。

＜具体的な手立て＞

・学校人権教育の視点を持った授業研究と授業実践

　　（学年・学団を中心に、複数の教科・領域にわたる実践）

　　（豊かな人間関係づくりを主眼とした活動）

　　（思いやりの気持ちと通じ合う力、わかりあえる心）

　　（学び合いを通した相互理解）

・学校人権教育の視点でとらえた学校行事及び児童会活動の再構築　

　　（各行事などの人権教育的視点を明らかにする）

・豊かな人間関係づくりの基盤を整える日常実践

　　（あいさつ、言葉遣い、返事が人間関係づくりにもたらす効果）

　　（自他に対する興味・関心の喚起）
（３）主題との関わり
　　　　資料の中で、きらきらうろこをもっていないから、仲間ではないから遊ばないという考えを持つ魚たちが、途中で、自分と同じ命を持つ魚なのだ、きらきらうろこがなくても同じ仲間なのだということに気づく場面がある。つまり、固定された概念が紐解かれ、別の概念へと変わった場面、自分の大切さとともに他の人の大切さを認める場面である。人権教育を行ううえで非常に重要であるこの場面に焦点を当て、ロールプレイ（役割演技）を通して児童の考えや気持ちを掘り下げ、意見を交流させることで、自他を尊重する人権感覚を身につけさせたい。
６、本時の指導
（１）目標

　　　　相手の立場に立って考え、友達を思いやる心情を育てる。

　　

（２）展開
	過程
	学習活動・主な発問
	予想される児童の反応
	教師の支援
※人権教育上の視点
	資料

	導入

３
	１ にじうおや魚たちを見て、気がついたことを発表する。
	・「みんなきらきらしたうろこがついている。」


	・きらきらうろこは、にじうおがみんなにあげたことを理解させる。
	魚たちの
絵①



	展開32
	２ しましまに対するにじうおとその仲間たちの言動について考える。

○「きらきらうろこをもっていないからだめ。」といったぎざぎざをどう思いますか。

○しましまが危ないことに気づいた魚たちはその後何と言ったでしょうか。

	・「しましまがかわいそう。」

・「ぎざぎざは仲間外れにしたからいけないと思う。」

・「きらきらうろこを持っていなくても、一緒に遊んであげたほうがいい。」
・「しましまがいない。」

・「しましまを助けに行こうよ。」

・「しましまだって‘助けて’って言っていると思う。」

・「でも、行ったらぼくたちさめに食べられてしまうかもしれないよ。」

・「ぼくは死にたくないよ。」

・「ぼくたちじゃなくても、ほかに気づいた魚が助けてくれるよ。」

・「でもみんなで助けに行けば、さめをやっつけられるかもしれないよ。」


	・しましまは、きらきらうろこを持っていないから断られたことを押さえる。

・にじうおもかわいそうと思ったけど、何もいえなかったことについて触れる。

※各自が魚となる役割演技を通して、それぞれの立場に立った考えを交流させたい。
※助けに行くことを躊躇するぎざぎざ役を一緒に演じることで、心の葛藤場面を大切に扱い、子ども達のより真に迫った意見を引き出したい。

・実態調査の中で、外見で仲良しの友達を選んでいた児童の発言に配慮する。

・迷うような発言が続き、魚たちの話し合いが進まない時は途中で終わりにし、次のグループと交代する。

・他のグループが演技をしている最中は、自分だったら何て言うか考えながら聞かせる。
	しましま
の絵

さめの絵
魚たちの
絵②

絵付名札



	終末

10
	３ 今日の学習を振り返り、自分の考えを確かめる。
○遊んでいる時、知らない子が「入れて。」と声をかけてきたらどうしますか。

	・「一緒に遊ぶ。」
・「初めは知らなくても、いろいろな子と仲良しになってみたい。」
	・物語の結末部分は提示せず、役割演技中の児童の発言を中心に取り上げる。
※自分自身の発言を振り返ることで、価値に対する自分への関心を高めさせるとともに、今後の実践への意欲づけを図りたい。
	ワークシート


（３）評価

　　　　　相手の立場に立って考え、友達を思いやる心情が育ったか。
（４）板書計画　



　　　　にじいろのさかな


　　　　　　　　しましまを　たすける？





しましま


　　　　　　　　　　　　「ぼくもいれてくれる？」


ぎざぎざ


「きらきらうろこをもっていないからだめ。」


　　





にじうお


　　　　　　　　　　　　　「しましまがいない。」








　　・かわいそう。


　　・こまっている。


　　・しましまもなかま。


　　





魚たちの絵①








さめの絵





魚たちの絵②





しましま





①クラスの中に仲の良い友達はいますか。





②なぜ、その友達と仲良くなったのですか。（複数回答）








③仲の良い友達と一緒に遊んでいたら、隣のクラスの子が「入れて。」と言ってきました。顔は


見たことがあったけど、全然話したことのない子でした。どうしますか。





④なぜ、そうするのですか。








